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静岡市及び島田市における連携中枢都市圏形成に係る連携協約

静岡市（以下「甲」という。）及び島田市（以下「乙」という。）は、連携中枢都市圏を

形成するため、地方自治法（昭和22年法律第67号）第252条の2第1項の規定に基づき、次

のとおり連携協約を締結する。

（目的）

第1条　この連携協約は、甲及び乙が連携中枢都市圏の形成に協力して取り組むための基

本方針、取組内容及び役割分担を定めるものとする。

（基本方針）

第2条　甲及び乙は、前条の目的を達成するため、別表の取組の欄に掲げる取組の区分に

応じ、同表の内容の欄に定める事務について、相互に連携し、又は協力して処理するもの

とする。

（役割分担及び費用分担）

第3条　甲及び乙が実施する前条に規定する事務の役割分担については、別表の内容の欄

に掲げる事務の区分に応じ、それぞれ同表の甲の役割分担の欄及び乙の役割分担の欄に定

めるとおりとする。

2　前項の事務の実施に要する費用の分担については、甲及び乙が協議して別に定める。

（定期的な協議）

第4条　甲及び乙は、この連携協約の推進に関し連絡調整を図るため、毎年度協議を行う

ものとする。

（協約の変更及び廃止）

第5条　この協約の規定を変更し、又は廃止しようとする場合は、甲及び乙の協議による

ものとする。この場合において、甲及び乙は、地方自治法第252条の2第4項の規定によ

り、あらかじめ議会の議決を得ることとする。
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別表（第2条、第3条関係）

取組 ��内容 �甲の役割分担 �乙の役割分担 

1　圏域 �（1）産学金官 �経済戦略の策定と推進、進 �連携中枢都市宣 �甲と連携して、 

全体の �民一体とな �捗管理 �言（以下「宣言」 �産学金官民一体と 

経済成 �った経済戦 �産学金官民一体となった �という。）の趣旨 �なった協議会に参 
長のけ �略の策定、 �協議会の運営、圏域の経済 �に則り、乙と連携 �加、経済戦略の策 
ん引 �国の成長戦 �戦略の策定、推進、進捗管 �して、産学金官民 �定、推進、進捗管 

略実施のた �理などを通じて、経済成長 �一体となった協議 �理などに取り組 
めの体制整 備 �を図る。 �会の運営、経済戦 略の策定、推進、 進捗管理などに取 り組む。 �む。 

（2）産業クラ �産学金官連携、創業促進に �宣言の趣旨に則 �甲と連携して、 
スターの形 �よる戦略産業の育成 �り、乙と連携し �産学金官連携、創 

成、イノべ �戦略産業の育成に向け、 �て、産学金官連 �業促進による戦略 
ーション実 �人材育成や企業等の支援、 �携、創業促進によ �産業の育成などに 

現、新規創 �起業創業支援、産学金官の �る戦略産業の育成 �取り組む⊃ 

業促進、地 域の中堅企 業等を核と した戦略産 業の育成 �コーディネートなどを行 う。 �などに取り組む。 

（3）地域資源 �地域資源の活用 �宣言の趣旨に則 �甲と連携して、 

を活用した �地域資源のブランド化、 �り、乙と連携し �地域資源の活用な 
地域経済の �活用による情報発信、商 �て、地域資源の活 �どに取り組む。 

裾野拡大 �晶・サービス開発、販路開 拓等を通して、地域経済の 活性化を推進する。 �用などに取り組 む。 

（4）戦略的な �広域観光等の推進 �宣言の趣旨に則 �甲と連携して、 

観光施策 �観光資源を活用した広域 �り、乙と連携し �広域観光等の推進 

観光ルートの造成やプロモ ーション、国内外観光客の 受入環境整備の推進などを 通じて、観光施策に戦略的 に取り組む。 �て、広域観光等の 推進などに取り組 む。 �などに取り組む。 

2　高次 �（1）高度な医 �医療サービス体制の充実 �宣言の趣旨に則 �甲と連携して、 

の都市 �療サービス �広域的な救急医療体制の �り、乙と連携し �医療サービス体制 

機能の �の提供 �ほか、先進医療の充実な �て、医療サービス �の充実などに取り 

集積・ ��ど、医療サービスを安定的 �体制の充実などに �組む。 
強化 ��に提供できる体制の構築と 医療の質の向上などに取り 組む⊃ �取り組む。 

（2）高度な中 �高次かつ広域的な都市機能 �宣言の趣旨に則 �甲と連携して、 

心拠点の整 �の弓封ヒ �り、乙と連携し �高次かつ広域的な－ 

備・広域的 �集客・交流拠点の整備・ �て、高次かつ広域 �都市機能の強化な 
公共交通網 �活用、広域的交通網の活用 �的な都市機能の強 �どに取り組む。 

の構築 �等による圏域の魅力の創出 などに取り組む。 �化などに取り組 む。 
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華α題音楽度量鴇 �1割雇UPZ、Q �掛研削酌憎町差潮 
、ユ1第草マ由 �帽コ増野α三宮 �慮彰雛葺鴇　宰 
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塀α鳩純絹窮難鮮和 �1葡ほ巨㍗2、6 �了二つ財裂α堺毒筆f鞘 
、ユ1第寮マ由 �帽二増郵α宣言 �題摘獅　エ 

Ⅵ嘲拍哩 �？咋関白哩二剛 準α慮肯ん一度で �C押掛購配偶 葦粟封切阜礁蔀専管了こう 穎雫αマ凶劉豊壌表裏￥ 、頭動￥訝（β肘帖互馳α 烏珊鼻韓等君、て膵佗 凶孝薗劉準r和才￥刊切口 Y製革等コ軒孝与1孝二の 
二間躇ひ題肯ん→ �・祁耳・皇韓、ユ �首菌響ムー評で・和宣 

謹ビ・別荘・皇軍 �1第車77、6 �題ギブ 
、ユ1第宰マ由 �「l配増野α宣言 �ムー評で・祁五・鼻堵　4 

⊂確 �　　甘辛覇 銅紅澗順的庖彫 �　甘辛固G 唖つつ言鼻白〉レ致聯㌢土 筆男妾ユ呈喜・断筆、粟 耕α等我寄￥管VY封苓 立教御母暑り頭割、翻 

刷　租二間摺ひ題 �筆答ユ鼻壬・部署 �α整杉・挙国茸要97つつ 

彰第苔ユ皇喜・郵 �、裾野・家並、ユ �郭封α∠〃男卑豹間 
岩、刑艶・整並 �1第雫マフ、白 �斬筆答ユ鼻 、ユ1第車マ由 �帽二増野α宣言 �喜・斬皐、咄艶・整並　′ 

⊂確固伝唖コ剛 �守壬 �　℃柑酎絹紅雄袖軒α 挙嘗健渾沌毎日芋川矧階剥 
働白塾つつ：利率α �賊離婚注肇郭帥粥げ ��憩御車 
題尊挙国教職、ユ �＝儲車αマ対顔目教習を ��凶与誓寄 

部α題尊等閲衝間 �1第雫マフ、伝 �煎虹娼卜切銅堀劉 ��ひ弱亭 、ユ1第宰マ由 �帽二憎囁α宣言 �脚　∠ �親御男苛（t） �衝幽　E 
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（2）結びつき �ア　地或交通インフラ分野 �宣言の趣旨に則 �甲と連漠二二、 

やネットワ �地域住民の移動手段の �り、乙と連携し �地域交通イン∵〒 
ークの強化 �確保及び利便性の向 �て、地域交通イン �分野の強たこ三二＿ 

上、まちの賑わい創出、 人の交流の促進などを図 るため、地域公共交通ネ ットワークの維持・強化 に取り組む⊃ �フラ分野の強化に 取り組む⊃ �組む。 

イ　ICTインフラ整備分 �宣言の趣旨に則 �甲と連票二てL 

野 �り、乙と連携し �ICTイン丁テ警 

国内外からの観光客誘 �て、ICTインフ �備分野の≡麦ナ三二三 

敦などにつながるWi－ Fi環境の整備推進など に取り組む。 �ラ整備分野の強化 に取り組む。 �り組むニ 

ウ　地域内外の住民との交 �宣言の趣旨に則 �甲と達薫∵ニ 

流・移住促進分野 �り、乙と連携し �地域内外二三三± 

大都市圏からの移住 �て、地域内外の住 �の交流・孝三三三 

定住の促進及び交流人口 �民との交流・移住 �分野の車上工＝㌻ 
の拡大を図るため、圏域 の魅力を発信するととも に、企業の人材確保とU IJターンにつなげるた めの圏域企業の情報発信 などに取り組む。 �促進分野の強化に 取り組む。 �組む。 

（3）圏域マネ �ア　圏域の自立を担う人 �宣言の趣旨に則 �甲と三重棄∴て 
ジメント能 �材・団体の育成 �り、乙と連携し �圏域の竜三を三二 

力の強化 �地域の個性を磨き、 �て、圏域の自立を �人材・茫章二亨三 

圏域の自立を担う人材や 団体の育成などに取り組 む。 �担う人材・団体の 育成などに取り組 む。 �などここ貢二十三三 

イ　外部人材の活用による �宣言の趣旨に則 �甲と三董葦して 

圏域の活性化 �り、乙と連携し �夕は八千二号≒ 

圏域が抱える課題解 �て、外部人材の活 �よる藍藻一二号三二 

決、圏域の活性化を図る ため、外部の優れた人材 の活用などに取り組壱鳥 �用による圏域の活 性化などに取り組 転 �など言三上‾壬三三 

ウ　自治体職員の育成 �宣言の趣旨に則 �牢と三重≡革＿て 

圏域マネジメント能力 �り、乙と連携し �情責三萎干二元 
の強化に資する自治休職 �て、情報交換や交 �人語育三書芸二二 

員の育成を目的とした情 報交換や交流、人材育成 事業などに取り組む。 �流、人材育成事業 などに取り組む。 �ミニ蛋十三二一 




